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【研究成果】銀河衝突で「ガスの激突」が星の大群を生む 

〜アルマ望遠鏡とジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡が捉えた超星団誕生の瞬間〜 

周南公立大学 情報科学部 道山知成 助教が率いる研究チームの成果が、米国天文学会が発行する

学術誌「The Astrophysical Journal」に 2026 年 2 月 26 日付で掲載されました。 

【本研究のポイント】 

 世界最大級の電波望遠鏡 「アルマ望遠鏡」と最新の赤外線望遠鏡「ジェイムズ・ウェッブ宇宙

望遠鏡」を用いて、衝突銀河「アンテナ銀河」を観測しました。 

 アルマ望遠鏡の高解像度観測により、アンテナ銀河の重なり領域では、速度の大きく異なる複数

の巨大分子ガス雲が同一空間内で重なり合い、衝突している様子が明らかになりました。 

 ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の観測では、そのガス重なり領域に対応して、星や星間塵の存在

を示す強い赤外線放射が確認されました。これにより、ガスの圧縮と星形成が空間的・時間的に

一致していることが示されました。 

 ２つの観測結果は、銀河同士の衝突によって分子ガス雲がぶつかり、その圧縮によって大量の星

が一気に生まれ、超星団が形成されている様子を示しています。これは、未解決課題である「超星

団誕生の謎」に迫る重要な成果です。本研究は、銀河規模の大衝突の中で、小さな分子雲同士の

衝突が引き金となり、数万個もの星からなる巨大星団が生まれる瞬間を捉えたものです（図参照）。 

【研究者コメント】 

「情報科学の手法を積極的に取り入れることで、従来の目視解析や単純処理では見逃されていた小さな

構造を、大規模観測データから抽出することができました。地方大学からでも、世界最先端の研究に貢献

できることを示せた点も、大きな意義があると考えています。」（道山） 
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【専門用語一覧】 

The Astrophysical Journal : 天文学分野で世界的に評価の高い国際学術誌。米国天文学会が発行しており、天体物理学に関する重要な研究成

果が掲載される。 

アルマ望遠鏡（アタカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計）: 南米チリの高地に設置された世界最大級の電波望遠鏡。冷たい分子ガスや星の誕生現

場を詳しく観測できる。 

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）：NASA・ESA・CSA が共同運用する最新の赤外線宇宙望遠鏡。星や銀河からの赤外線を高感度で捉え

ることができ、塵に隠れた星形成領域や、誕生直後の若い星を詳しく観測できる。 

銀河衝突: 銀河どうしが重力によって引き寄せられ、ぶつかり合う現象。 

アンテナ銀河: 互いに衝突・合体しつつある２つの銀河。触角のような形が特徴。 

分子ガス雲: 水素分子などからなる冷たいガスの集まり。星はこの中で生まれるため、「星の材料」とも呼ばれる。 

星形成: ガス雲が収縮して新しい星が生まれる過程。 

超星団: 数万個以上の星が密集して同時に誕生した巨大な星の集団。 
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